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図 2.2･(a)はMSDをシステムサイズ〃 の変かとともにプロットしたもの.縦軸はMSD.横軸はシステムサイ
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のように移っていく.-方今は,3nステップの構造を眺めたが,同様の過程は3n+1,3n+2にお





























? ? ? ? ? ? ? ?





















図 2･24. y - Fhn_1(Fh._｡(Fhn_3(2;)))と3つの極値の関係 をプロットした もの･ L ,Eo,E+における
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図 3.8.相図.
Di軌sion ChangeofCouplingRelation Cohrence
コヒーレント相 × × ○
流動相 ○ ○ ×
間欠相 ○(weak) 0(frequent) ○(Zigzag)






















































図3.9.クラスター の生成,融合,分裂の機構の概観臥 1)クラスター の生成.2)クラスター を構成する要素間で内部状態
に幾つかの同期グルー プができる･3)大まかにいって2;(i)の振動が+,-,+,-,- と-,+,-,+,-の2つの振動グ
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図3.ll.空間パワースペクトル･P(k)-
間欠相 亡-0.15(C)流動相 亡-0･12
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